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富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和 ６年４月１日～令和７年３月３１日

２　取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

3

【目標】
環境保全やエコ関連融資等の取組みを通して、持続可能な地球環境づくりに貢献する。

【実施状況】
・令和6年度、エコカーローン1件実行した。

・令和6年5月1日から10月31日までの期間、地球温暖化の原因とされる温室効果ガス削減及び節電対策の一環として
「クールビズ」を実施した。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
地域経済の活性化や地域社会の発展に貢献する。

【実施状況】
・日本赤十字社に献血車を派遣要請。当組合職員以外に近隣企業にも協力要請し、令和6年9月3日、献血活動に14
名が参加した。

・しんくみピーターパンカード寄付金として、会話支援デジタル機器等を支援学校に寄付した。

・学業に係る振込手数料（受験料、入学金等）無料化を継続実施し、令和6年度は92件の取扱があった。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

2

【目標】
お客様のニーズに対応できる人材の育成や働き方改革に取り組む。

【実施状況】
・女性管理者の養成を目指して、女性管理者・リーダー研修に4名が参加した。

・家庭や育児支援として、従来の介護休暇及び看護休暇を、「無給」の休暇制度から「有給」の休暇制度に見直し、特
別休暇とした。

・メンタルヘルスとストレス管理研修に担当部から参加。

・奨学金制度を利用している職員の経済的な負担軽減を目的に、「奨学金返済支援制度規程」を新設し、奨学金制度
を利用し、返済負担している30歳未満の職員を対象に、毎月10,000円の「奨学金返済支援手当」を支給することとし
た。

2025年4月1日


